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研究成果の概要（和文）：現生狭鼻猿（類人猿及び旧世界ザル）は、元々、アフリカで進化し、中新世の間にアフリカ
を出て ユーラシアに広がっていった。本研究は、旧世界における狭鼻猿の進化と多様性を理解する一環として、アフ
リカとの比較も念頭におきつつ、東南アジア更新世 における化石狭鼻猿の多様性を調査したものである。ベトナム考
古学研究所において、ベトナム北部の石灰岩地帯にある洞穴遺跡などから出土した霊長類化石の整理と調査研究をおこ
なった。また、タイ東北部で新たに出土した大型化石類人猿化石の標本調査と予備的な現地調査を実施した。

研究成果の概要（英文）：The extant catarrhines (apes and Old World monkeys) originally evolved in Africa 
and then expanded their distribution out of Africa to Eurasia during the Miocene. As a part of the 
long-term study to understand the evolution and diversity of the catarrhines, this study investigated the 
diversity of fossil catarrhines in Pleistocene Southeast Asia, with comparison to African fossils in 
mind. At the Archaeological Institute of Vietnam, Pleistocene primate fossils from limestone areas in 
northern Vietnam were sorted out and studied. In addition, as a new specimen of a large hominoid was 
discovered from northeastern Thailand, I carried out morphological study on the new specimen as well as a 
preliminary field survey.
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１． 研究開始当初の背景 

東南アジアは現在ヒト上科が生き延びて

いる限られた地域のひとつであり、オラ

ンウータンとテナガザルが棲息している。

他にヒト上科が生存している地域は、ア

フリカ中央部の熱帯雨林とその周辺であ

るが、そこに棲息するゴリラやチンパン

ジーに関しては、化石の記録は現時点で

は皆無に等しい状態である。一方、東南

アジアにおいては、やはり化石記録のな

かに巨大な空白が存在するものの、更新

世に入ってからは、インドシナ半島や島

嶼部において、現在のオランウータンや

テナガザルにつながる化石が各地で見つ

かってきた。特に、ベトナム考古学研究

所には、同国北部の石灰岩地帯から出土

した更新世の類人猿化石や旧世界ザル化

石が数多く所蔵されていた。 

 

２．研究の目的 

 研究代表者は、アフリカとアジアにお

いて長年、化石類人猿を中心に霊長類化

石の研究を実施してきた。本研究は、ア

フリカに起源し、ユーラシアへ拡散して

いった狭鼻猿の進化と多様性を理解す

る一環として、アフリカとの比較を念頭

において、東南アジアにおける化石狭鼻

猿の多様性を調査することを目的とし

た。 

 

３．研究の方法 

（１）ベトナム考古学研究所が大量に所蔵し

ている、更新世のヒト上科・オナガザル

科の霊長類化石を主たる対象として調

査を進めた。標本の整理、観察、計測、

写真撮影、シリコン印象材による歯型採

取などをおこなった。 

（３）比較のために、国内外の博物館施設へ

おもむき、東南アジア産の現生霊長類の

歯牙、顎骨に関するデータを収集した。 

（４）タイ東北部において、サンドピットか

ら出土した大型類人猿化石を対象とし

た調査を行った。通常の肉眼観察、計測

に加え、CT撮像などもおこなった。 

 

４．研究成果 

（１）ベトナム考古学研究所には、ベトナム

北部の石灰岩地帯からこれまでに出土

したオランウータン、テナガザル、旧世

界ザルの化石標本が多数保存されてい

たが、中にはいまだに標本番号もなく未

整理状態に近いものも少なくなかった。

そのため、考古学研究所のスタッフと協

力して、まず霊長類化石標本を整理し、

必要な物には番号を与えて登録した。標

本の大多数は遊離した歯牙であり、これ

らについて形態学的な解析をおこない、

観察・計測データを収集した。 

（２）本研究の進行中に、タイ東北部から中

新世のものと思われる大型類人猿化石

が出土したため、計画を一部変更して、

タイ出土の類人猿化石の研究をおこな

った。それにともない、当初は東南アジ

アの更新世を対象とした研究計画であ

ったが、研究の範囲が中新世にまで拡大

した。出土したのは頬歯を残した上顎の

一部であり、歯のサイズや一般的な形態

から、現状では、タイ東北部からこれま

で は 下 顎 の み で 知 ら れ て い た

Khoratpithecus piriyai の上顎である

可能性が考えられる。 

（３）タイ東北部の大型類人猿化石出土地周

辺において、予備的な現地調査をおこな

い、出土状況や共伴した他の動物化石に

関する情報を収集し、出土した類人猿化

石の年代について予備的な推定をした。

また、タイ北部の中新世化石産地から出

土した哺乳類化石についても調査をお

こなった。今後、アジアの他の地域やア

フリカから産出した化石と比較を進め、

タイ出土の大型類人猿化石の研究をさ

らに進展させたい。 
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